
十
一
月
二
五
日
、

鹿
児
島
市

で
九
州
森
林
管
理
局
、

九
州
地

方
環
境
事
務
所
、

鹿
児
島
県
、

屋
久
島
町
に
よ
り
平
成
二
二
年

度
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
連
絡

会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、

事
業
実
績
・
計

画
、

管
理
の
課
題
と
対
応
の
方

向

性
、

科

学

委

員

会

関

連

事

項
、

世
界
遺
産
条
約
の
定
期
報

告
等
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し

た
。今

後
も
計
画
的
に
事
業
を
実

施
す
る
と
と
も
に
相
互
の
連
携

を
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

屋
久
島
森
林
管
理
署
･
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー

で
は
、

昨
年
度

に
引
き
続
き
縄
文
杉
登
山
道
周

辺
に
お
け
る
植
生
保
護
施
設
・

環
境
教
育
整
備
事
業
と
し
て
、

植
生
保
護
デ
ッ

キ
工
な
ど
を
、

来
年
三
月
ま
で
に
実
施
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

大
株
登
山
道
の
大

王

杉

周

辺

や

夫

婦

杉

周

辺

等

で
、

著
名
ヤ
ク
ス
ギ
の
鑑
賞
や

森
林
環
境
教
育
の
場
と
し
て
活

用
す
る
際
、

植
生
を
保
護
し
、

環
境
へ
の
負
担
を
軽
減
さ
せ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

登
山
を
さ
れ
る
方
に
は
ご
迷

第一展望台の岩場には、樹高７～８ｍのスギ
やヒノキが生育する。

その他、ナナカマド、ヤクシマホツツジ、ヤ
クシマシャクナゲ、アセビ、ヒメヒサカキ、タ
ンナサワフタギ、サクラツツジ、コバノクロヅ
ル、ソヨゴ、ユズリハ、ヤシャブシ、ヤマボウ
シが見られる。
歩道沿いには、ヤクシマムグラ、ヒメツルア

リドオシ、コバノイシカグマ、ホウロクイチ
ゴ、イトススキ、マムシグサ、ヤクシマダケ、
ヤクシマミヤマスミレ、ヤクシマママコナ、
チャボシライトソウ、ツクシショウジョウバカ
マが見られる。
ヤマグルマの倒木上にリンドウ、セイタカヒ

メワラビ、サンショウソウ、ツクシゼリ、ヒメ
チャルメルソウも生育している。

屋久島生態系モニタリング

※第一展望台周辺（１５６０m付近）の植生

屋久島中央部の植生垂直分布調査
（平成１９年度調査）

惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、

植
生
保
護
の
た
め
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
二
二
年
度
バ
ッ

フ
ァ

ゾ
ー

ン

施

設

整

備

事

業

屋

久

島

世

界

遺

産

地

域

連

絡

会

議

開

催
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『

九
州
森
林
の
日
』

イ
ベ
ン
ト

「
九
州
森
林
の
日

」(

十
一

月
第
一
日
曜
日

)

の
行
事
と
し

て

、
十
一
月
七
日
に
鍋
山
国
有

林
内
に
あ
る
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ

見
本
林
・
採
種
林
の
保
護
柵
の

補
修
及
び
保
護
柵
内
刈
払
作
業

を
行
い
ま
し
た

。

当
日
は

、
屋
久
島
森
林
管
理

署
職
員
･
ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
調

査
隊
や
屋
久
島
生
物
多
様
性
保

全
協
会
を
中
心
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々

、
さ
ら
に
今
年
は
ア

フ

リ

カ

の

ガ

ボ

ン

か

ら

J
I
C
A
研
修
生
三
名
も
参
加

し

、
総
勢
三
五
名
で
作
業
を
行

い
ま
し
た

。
調
査
隊
や
樹
木
医

の
方
か
ら
の
説
明
や
指
導
を
受

け
な
が
ら

、
天
候
に
も
恵
ま
れ

作
業
を
順
調
に
実
行
で
き
ま
し

た

。作
業
を
進
め
る
中
で

、
昨
年

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
見
本
林
・
採
種
林
の
保
護
作
業

は
見
ら
れ
な
か
っ

た
「

マ
ツ
ノ

ミ
ド
リ
ハ
バ
チ
の
幼
虫
」

が
確

認
さ
れ
、

ヤ
ク
タ
ネ
ゴ
ヨ
ウ
の

葉
を
食
い
荒
ら
し
、

樹
勢
が
衰

退
し
て
い
る
個
体
も
見
ら
れ
た

た
め
、

併
せ
て
駆
除
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

そ
の
後
も
ヤ
ク
タ

ネ
ゴ
ヨ
ウ
調
査
隊
と
共
同
し
幼

虫
の
駆
除
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

作
業
後
は
、

柵
内
で
雑
草
か

ら
の
被
圧
や
害
虫
に
さ
ら
さ
れ

て

い

た

ヤ

ク

タ

ネ

ゴ

ヨ

ウ

も

す
っ

き
り
し
た
よ
う
な
様
子
が

窺
え
、

参
加
者
も
満
足
げ
に
林

内
を
見
渡
し
な
が
ら
笑
顔
で
汗

を
拭
っ

て
い
ま
し
た
。

記
念
行
事
で
は
多
く
の
方
の

参
加
が
得
ら
れ
、

作
業
も
無
事

終

了

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た
。

参
加
者
の
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
と
も
に
、

こ
の
活

動
が
今
後
も
継
続
し
て
い
く
こ

と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

中
国
原
産
の
常
緑
低
木
。

高

さ
二
～

三
㍍
。

葉
は
ヤ
ツ
デ
に

似
る
が
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
、

七
～

九
裂
す
る
。

十
一
～

十
二

月
に
球
形
の
散
形
花
序
を
円
錐

状

に

つ

け

る
。

花

は

淡

黄

白

色
。花

期
十
一
～

十
二
月

果
期
十
二
月

カミヤツデ
(ウコギ科)

屋久島の植物十
一
月
二
七
日
、

屋
久
島
観

光
協
会
の
呼
び
掛
け
で
、

地
元

ガ
イ
ド
の
方
々
が
中
心
と
な
っ

て
、

鹿
之
沢
小
屋
周
辺
の
清
掃

及
び
木
道
補
修
を
実
施
し
ま
し

た
。当

日
は
、

好
天
に
恵
ま
れ
、

作
業
も
思
い
の
ほ
か
順
調
に
進

み
、

小
屋
周
辺
は
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら

は
、

今
後
も
、

山
岳
部
に
お
け

る
清
掃
活
動
を
通
じ
て
、

登
山

さ
れ
る
方
に
気
持
ち
よ
く
屋
久

山
岳
部
に
お
け
る
清
掃
活
動
等

島
に
訪
れ
て
も
ら
い
な
が
ら

、

世
界
遺
産
の
島
で
あ
る
屋
久
島

の
貴
重
な
自
然
を
守
り

、
将
来

に
わ
た

っ
て
受
け
継
が
れ
る
よ

う
環
境
に
配
慮
し
て
取
り
組
む

こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た

。

補修及び刈り払作業の様子

補
修
状
況

ゴ
ミ
集
め

事業実行箇所位置図

※この他にも三代杉で実施

施設整備箇所

参加者全員での記念撮影



※ この紙は九州間伐紙を使用しております。 『洋上アルプスNO.1８９号裏面』屋久島森林環境保全センター

２ ０ １ １ 年 は 「 国 際 森 林 年 」 で す

国際森林年は２００６年の国連総会決議により定められ

ました。世界中の森林の持続可能な経営・保全の重要性

に対する認識を高めることを目的としています。来年は

節目の年として森林・林業再生や「美しい森林づくり推

進国民運動」、途上国の森林保全等に対する国民の理解

の促進につなげていくことを目的に、様々な活動を予定

しています。詳しい内容、左記のロゴの使用については

林野庁ホームページ

(http://www.rinya.maff.go.jp/j/kaigai/2011iyf.html)

をご覧ください。

本パンフレットをご希望の方は、
当センターまでお問い合わせください。

九州の生物多様性を紹介するパンフレットについて

世界的に生物多様性の減少が叫ばれる中、わ

が国の森林もシカによる食害、森林の手入れ

不足などにより大きなダメージを受けていま

す。「森林の恵みと危機」では九州・沖縄の

森林の特徴、森林の恵みと生物多様性、森林

が直面する危機等を説明するとともに、これ

らに対する九州森林管理局としての取り組み

などを紹介しています。


